
選
挙
管
理
委
員
会　

選
挙
結
果

参
考
に
な
る
施
設
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
現
在
進
め
て
い
る

新
保
健
福
祉
施
設
の
整
備
で

は
３
階
を
多
目
的
・
市
民
の
交

流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
予
定
し
、

若
者
世
代
が
使
い
や
す
い
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

議
員　

居
場
所
の
一
部
を
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
核
活

動
拠
点
と
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
第
三
の
居
場
所
は
、
同
世

代
、
年
代
を
越
え
た
若
者
が
い

る
こ
と
か
ら
、
参
加
、
相
談
し

易
い
環
境
で
あ
り
不
登
校
・
ひ

き
こ
も
り
か
ら
脱
す
る
き
っ

か
け
の
場
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

や
ネ
グ
レ
ク
ト
に
気
づ
く
場

と
も
な
り
え
ま
す
。
特
別
な
支

援
を
受
け
て
い
る
生
徒
が
つ

な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
施
設
を
限
定
せ
ず
小
中
学

校
統
廃
合
に
よ
る
空
き
教
室

も
考
え
て
は
ど
う
か
。
中
心
市

街
地
の
歴
史
あ
る
建
造
物
等
、

街
の
資
源
と
学
生
に
よ
る
活

用
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
ま

ち
も
活
性
化
し
ま
す
。
検
討
を

進
め
て
頂
き
た
い
。
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大 

野 

誠
一
郎 

議
員

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
運
行
経
費
２
億
！

　
　
　
　
　

市
の
負
担
額
１
億
８
千
万
円
！

議
員　

市
が
運
行
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
現
状

分
析
は
。

都
市
整
備
部
長　

令
和
４
年

度
で
す
が
、
利
用
者
数
約
21

万
１
千
人
、
運
行
経
費
は
約

２
億
３
９
０
万
円
、
運
賃
収

入
は
約
１
９
８
２
万
円
、
そ

し
て
、
市
の
負
担
額
は
約
１

億
８
４
０
８
万
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
、
再
編
す
る
前
の
平

成
30
年
度
の
実
績
と
し
ま
し

て
は
、
利
用
者
数
が
約
19
万

２
千
人
、
運
行
経
費
が
約
６

７
０
７
万
円
、
運
賃
収
入
が

約
１
５
５
４
万
円
、
市
の
負

担
額
が
約
５
１
５
３
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
比
較
し
ま
す

と
、
利
用
者
数
は
約
２
万
人

程
度
の
増
加
が
見
ら
れ
る
一

方
、
費
用
面
に
つ
き
ま
し
て

は
、
運
賃
収
入
は
約
４
０
０

万
円
の
増
額
に
対
し
、
市
負

担
額
は
約
１
億
３
千
万
円
の

増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　

令
和
元
年
９
月
の
再

椎 

塚 

俊 

裕 

議
員

　

ま
ち
な
か
再
生
プ
ラ
ン
の
道

議
員　

伝
統
の
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

市
長　

自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
の
よ
さ
を
再
認
識
し
、

魅
力
的
な
ま
ち
だ
と
感
じ
る

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

に
向
け
、
お
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
は
有
効
な
手
段
の
一
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　

上
手
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
形
成
す
る
こ
と
は
、

ま
ち
な
か
再
生
エ
リ
ア
の
公

共
の
土
地
を
有
効
利
用
す
る

に
も
役
立
つ
と
思
い
ま
す

が
、
ご
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

ま
ち
な
か
を
再
生
し

た
い
と
い
う
ベ
ク
ト
ル
を
共

有
で
き
る
も
の
と
認
識
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
官
民
一
体
で
し
っ

か
り
と
議
論
す
る
場
を
設
置

し
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員　

歴
史
の
役
割
は
、
合

意
形
成
の
根
拠
に
な
り
、
地

域
へ
の
健
全
な
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
の
醸
成
に
繋
が
り
、

郷
土
愛
を
育
む
上
で
非
常
に

有
効
な
手
段
で
す
。

　

重
要
な
の
は
、
未
来
に
向

け
歩
き
出
す
た
め
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
す
る
こ
と
。

　

龍
ケ
崎
の
歴
史
は
、
龍
ケ

崎
の
生
き
ざ
ま
で
す
。

　

今
を
理
解
す
る
に
は
、
今

と
い
う
結
果
を
生
み
出
し
た

原
因
を
過
去
か
ら
知
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

編
で
運
行
ル
ー
ト
を
拡
大

（
７
ル
ー
ト
か
ら
10
ル
ー
ト
）

及
び
増
便
（
51
便
か
ら
１
０

７
便
）
し
、
結
果
、
市
の
負

担
額
が
１
億
３
千
万
円
増
額

に
な
っ
て
お
り
、
結
果
が
表

れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
実
績
は
。

都
市
整
備
部
長　

循
環
ル
ー

ト
の
乗
車
人
数
は
、
平
成
30

年
度
が
約
11
万
６
千
人
、
令

和
４
年
度
は
、
約
13
万
９
千

人
で
約
２
万
３
千
人
増
加
し

て
い
ま
す
。
枝
線
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
30
年
度
が
約

７
万
６
千
人
、
令
和
４
年
度

は
約
７
万
２
千
人
で
約
４
千

人
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

議
員　

市
の
負
担
額
、
１
億

８
千
万
円
に
対
す
る
利
用
者

数
は
少
な
く
、
運
賃
１
０
０

円
か
ら
２
０
０
円
の
値
上
げ

に
つ
い
て
も
効
果
無
し
。

　

市
民
の
声
は
、
空
気
を
運

ん
で
い
る
「
空
気
バ
ス
」、

一
人
も
乗
っ
て
い
な
い
「
空

（
か
ら
）
バ
ス
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。

　石
いし

島
じま

　輝
てる

夫
お

　氏

再　

任

▼
選
挙
管
理
委
員

　島
しま

田
だ

　文
ふみ

雄
お

　氏

新
　
任

　荒
あらい

井　久
くにお

仁夫　氏

新
　
任

再
　
任

　助
すけがわ

川　昌
まさえ

江　氏

任
期　

令
和
５
年
12
月
25
日
か
ら
令
和
９
年
12
月
24
日

Ⓒ龍ケ崎市

　

令
和
６
年
１
月
30
日
付
で
村

井
将
重
議
員
よ
り
、
議
員
辞
職

願
が
油
原
信
義
議
長
宛
に
提
出

さ
れ
、
地
方
自
治
法
第
１
２
６

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
６

年
１
月
31
日
に
議
長
に
お
い
て

こ
れ
を
許
可
い
た
し
ま
し
た
。

議
員
辞
職

▼
補
充
員

　
（
再
任
）

　
　

中な
か

澤ざ
わ　

清き
よ
し　

　

氏

　
（
新
任
）

　
　

廣ひ
ろ
せ瀬　

清き
よ
し司　

氏

　
（
新
任
）

　
　

細ほ
そ
や谷　

恭き
ょ
う
こ子　

氏

　
（
再
任
）

　
　

飯い
い

塚つ
か　

邦く
に

子こ　

氏


